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【特集チーム】村岡 正司、稲田 千紘、神野 武美、玉置 太郎、永井 美佳、増田 宏幸、百瀬 真友美

クリスマスパーティーに大人も子どもも集まりみんなで楽しむ
（提供＝フィリピノナガイサ〈浜松市〉、4 ～ 5ページに関連記事）

Minamiこども教室（大阪市）の休み時間。
腕相撲で盛り上がる小学生らと見守るスタッフ

（提供＝玉置太郎、2 ～ 3ページに関連記事）

５
年
間
に
35
万
人
の
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
改
正
入
管

法
（
注
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
。
外
国
ル
ー
ツ
の
市
民
は
、増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
と
も
に
地
域
で
暮
ら
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
は
ぐ
く
み
、一
緒
に
こ
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
課
題
は

何
か
。
市
民
活
動
を
通
じ
て
考
え
た
い
。

（
注
）
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
。
２
０
１
８
年
12
月
成
立
、１９
年
４
月
施
行
。

［ 特 集 ］多文化と人権 外
国
人
市
民
を
と
り
ま
く
社
会
を
考
え
る
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共に暮らす「移民」として
―外国人政策と支援活動のこれまで―

玉
た ま き

置 太
た ろ う

郎
朝日新聞記者

　

私
は
今
、
大
阪
の
「
島
之
内
」
に
住
ん
で
い

る
。
ネ
オ
ン
が
た
ぎ
る
心
斎
橋
の
す
ぐ
東
。
繁

華
街
で
働
く
人
々
が
多
く
住
む
こ
の
地
区
に

は
、
約
２
千
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

全
住
民
の
３
割
を
占
め
、
中
国
人
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
が
多
い
。

　

私
が
昨
春
、
島
之
内
に
住
み
始
め
た
の
は
、

こ
こ
で
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
た
ち

の
学
習
を
支
援
す
る
市
民
団
体
「M
inam

i

こ
ど
も
教
室
」
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
。
６
年
前
、取
材
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
、
毎
週
火
曜
の
夜
、
地
区
の
公
民
館

で
、
小
中
学
生
に
学
校
の
宿
題
や
日
本
語
を

教
え
て
い
る
。子
ど
も
や
親
た
ち
と
接
す
る
う

ち
、
自
分
も
住
ん
で
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　

実
際
に
住
む
と
、
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、

近
所
の
激
安
ス
ー
パ
ー
で
も
、と
に
か
く
多
く

の
外
国
人
と
す
れ
違
う
。
日
本
語
が
ほ
と
ん

ど
書
か
れ
て
い
な
い
中
国
・
韓
国
料
理
店
も
多

い
。
私
自
身
、
近
隣
の
家
庭
ご
み
の
出
し
方

や
騒
音
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

増
え
続
け
る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー

　

そ
ん
な
島
之
内
の
風
景
は
、
日
本
社
会
の

将
来
を
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
、日

本
に
住
む
外
国
人
は
２
９
３
万
人
で
、
人
口

の
２
％
。
10
％
前
後
の
欧
州
各
国
に
比
べ
る

と
低
い
が
、
こ
の
３
年
間
で
60
万
人
近
く
増

え
た
。
お
よ
そ
鳥
取
県
ひ
と
つ
分
だ
。

　

新
し
く
海
外
か
ら
日
本
に
来
た
人
々
を
、

し
ば
し
ば
「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」
と
呼
ぶ
。
一
方

で
「
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
」
は
、
植
民
地
支
配

期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
移
り
住
ん
だ
在
日
コ
リ

ア
ン
ら
特
別
永
住
者
（
図
表
の
④
）
や
そ
の

子
孫
を
指
す
。
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
来
日
が
増
え

始
め
た
の
は
１
９
８
０
年
代
半
ば
。バ
ブ
ル
期

の
労
働
力
不
足
を
背
景
に
、
在
留
資
格
を
も

た
な
い
非
正
規
滞
在
の
労
働
者
が
南
ア
ジ
ア

や
イ
ラ
ン
か
ら
来
日
し
、
ピ
ー
ク
の
93
年
に
は

30
万
人
に
達
し
た
。

　

こ
の
実
態
は
国
際
社
会
か
ら
も
批
判
を
招

き
、
政
府
は
「
平
成
」
に
入
っ
た
直
後
、
現

在
ま
で
続
く
二
つ
の
大
き
な
外
国
人
政
策
の

転
換
を
行
っ
た
。

　

一
つ
目
は「
技
能
実
習
（
図
表
の
②
）」（
当

初
は
研
修
）
の
導
入
だ
。
制
度
は
90
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
受
け
入
れ
期
間
は
当
初
の
１
年

か
ら
３
年
、５
年
と
延
ば
さ
れ
た
。「
途
上
国

の
労
働
者
に
日
本
の
技
術
を
伝
え
る
」
と
い

う
目
的
を
掲
げ
る
が
、
実
際
に
は
人
手
不
足

の
建
設
業
や
農
業
な
ど
へ
の
、
労
働
力
の
供

給
源
と
な
っ
て
い
る
。実
習
生
の
数
は
過
去
３

年
で
ほ
ぼ
倍
増
。
出
身
国
は
ず
っ
と
中
国
が

最
多
だ
っ
た
が
、
３
年
前
に
ベ
ト
ナ
ム
が
追
い

越
し
た
。

　

二
つ
目
は「
日
系
人
」の
就
労
だ
。
日
本
に

は
今
、21
万
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
５
万
人
の
ペ

ル
ー
人
が
住
む
。
90
年
施
行
の
改
正
入
管
法

は
、
日
系
２
・
３
世
と
そ
の
家
族
に
、
就
労
制

限
の
な
い
「
定
住
者
（
図
表
の
⑥
）」
の
在
留

資
格
を
認
め
た
。日
本
が
ま
だ
貧
し
か
っ
た
20

世
紀
初
め
、
多
く
の
日
本
人
移
民
が
南
米
に

渡
っ
た
。そ
の
子
孫
ら
が
日
系
人
と
し
て
来
日

し
、
特
に
自
動
車
産
業
が
集
ま
る
東
海
・
北

関
東
に
多
く
住
む
。

　

加
え
て
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
は
ア
ル
バ
イ
ト

で
働
く
留
学
生（
図
表
の
③
）が
急
増
。
32
万

人
に
達
し
、特
に
ベ
ト
ナ
ム
人
（
13
万
人
）
と

ネ
パ
ー
ル
人
（
５
万
人
）
が
増
え
た
。
人
手

不
足
の
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
歓
迎
さ
れ
、
留

学
生
が
就
労
目
的
で
来
日
す
る
問
題
も
相
次

ぐ
。
卒
業
後
に
は
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国

際
業
務
（
図
表
の
⑤
）」
の
在
留
資
格
に
切
り

替
え
て
就
職
す
る
人
も
多
い
。

　

平
成
の
30
年
間
、
人
手
不
足
を
技
能
実
習

生
・
日
系
人
・
留
学
生
の
労
働
力
で
穴
埋
め

し
て
き
た
政
府
の
姿
勢
を
、「
サ
イ
ド
ド
ア
か

ら
の
外
国
人
受
け
入
れ
」
と
批
判
す
る
声
が

高
ま
っ
て
き
た
。
特
に
実
習
生
は
、勤
務
先
の

変
更
が
で
き
ず
、
低
賃
金
で
の
雇
用
、
通
帳

や
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
る
な
ど
人
権
侵

害
が
相
次
ぐ
。

「
特
定
技
能
」
へ
の

歴
史
的
転
換
？

　

昨
年
４
月
、「
令
和
」の
始
ま
り
を
目
前
に
、

政
府
は
初
め
て
、
非
専
門
職
の
外
国
人
労
働

１９８３年、堺市生まれ。大学時代にバックパッカー旅行に目覚め、アジア・中東諸国に計１
年ほど滞在。２００６年、朝日新聞に入社。島根、京都勤務を経て、11年から大阪社会部
員。日本に住む移民を取材してきた。17～18年に休職し、ロンドン大学政治経済学院修士
課程で移民政策学を修了。ロンドンで１年半、難民の子どもの支援ボランティアとして活動。
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「出入国在留管理庁の統計（２０１９年末）」より筆者作成

①永住者

②技能実習
③留学

④特別永住者

⑤技術・人文知識・国際業務

⑥定住者

⑦家族滞在

⑧日本人の配偶者等

［特集］  多文化と人権　―外国人市民をとりまく社会を考える

【図表】在留資格別の外国人の数（2019 年末）
者
を
正
面
か
ら
受
け
入
れ
る
在
留
資
格
「
特

定
技
能
」を
新
設
し
た
。
人
手
不
足
の
介
護
や

農
業
な
ど
14
分
野
で
、
５
年
間
に
35
万
人
を

雇
う
構
想
だ
。
滞
在
期
間
は
最
長
５
年
（
特

定
技
能
１
号
）。
ご
く
一
部
の
職
種
で
は
、
在

留
期
間
を
更
新
で
き
て
、
家
族
も
連
れ
て
来

ら
れ
る
資
格
（
同
２
号
）
へ
切
り
替
え
が
で
き

る
。
初
年
度
に
５
万
人
を
雇
う
計
画
だ
っ
た

が
、
実
際
は
２
月
末
ま
で
に
３
千
人
。
技
能

実
習
と
比
べ
て
、資
格
取
得
の
た
め
に
日
本
語

と
技
能
の
試
験
が
必
要
な
こ
と
な
ど
で
、人
気

が
出
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

特
定
技
能
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
、
安
倍
晋

三
首
相
が
繰
り
返
し
た
の
は
「
移
民
政
策
は

と
ら
な
い
」と
い
う
言
葉
だ
。
国
連
は
移
民
を

「
１
年
以
上
外
国
で
暮
ら
す
人
」
と
定
義
づ

け
て
お
り
、
原
則
10
年
以
上
日
本
に
住
む
永

住
者
（
図
表
の
①)

は
も
ち
ろ
ん
、実
習
生
や

留
学
生
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、特
定
技
能
を

め
ぐ
る
議
論
で
代
わ
り
に
強
調
さ
れ
た
言
葉
は

「
外
国
人
材
」
だ
っ
た
。
た
だ
の
言
葉
選
び
の

問
題
で
は
な
い
。「
移
民
」か
ら
「
外
国
人
材
」

へ
の
言
い
換
え
に
は
、「
外
国
か
ら
来
た
人
は

一
定
期
間
働
い
た
ら
、
定
住
せ
ず
、
速
や
か
に

帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
惑
が
透
け
て
見
え

る
。
そ
う
し
て
、移
民
を
「
こ
の
社
会
で
生
き

る
人
間
」と
し
て
と
ら
え
る
視
点
は
覆
い
隠
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
教
育
や
福
祉
、
地
域

共
生
の
政
策
が
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
。

支
援
活
動
と
い
う
移
民
と
の
接
点

　

政
府
が
顧
み
て
こ
な
か
っ
た
移
民
の
生
活

を
支
え
た
の
は
、
一
部
の
地
方
自
治
体
や
市

民
だ
。
特
に
90
年
代
以
降
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
が

多
く
住
む
自
治
体
を
中
心
に
、
市
民
に
よ
る

支
援
団
体
が
次
々
と
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

移
民
支
援
の
活
動
は
、
市
民
に
負
担
だ
け

を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
。
多
様
な
文
化
、

背
景
を
も
っ
た
人
々
と
同
じ
地
域
で
出
会
う

楽
し
さ
、
喜
び
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。
市
民
に

よ
る
支
援
活
動
の
場
が
、移
民
と
社
会
の
「
接

点
」
に
な
っ
て
き
た
。
私
自
身
、M

inam
i

こ
ど
も
教
室
で
の
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の

移
民
家
庭
と
出
会
っ
た
。
島
之
内
の
街
角
で
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
教
室
の
子
ど
も
た
ち
と
顔
を

合
わ
せ
、
声
を
か
け
合
う
。
当
初
は
小
学
生

だ
っ
た
女
の
子
が
高
校
生
に
な
り
、
時
々
わ
が

家
で
一
緒
に
食
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親

た
ち
が
聞
か
せ
て
く
れ
た
来
し
方
か
ら
は
、
歴

史
や
政
策
の
流
れ
に
翻ほ

ん
ろ
う弄
さ
れ
な
が
ら
生
き

抜
く
、
人
間
の
た
く
ま
し
さ
を
教
わ
っ
た
。

　
「
外
国
人
」
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
時
、
私

に
は
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
。

そ
し
て
「
外
国
人
は
…
」
と
一
く
く
り
に
し

て
何
か
を
言
う
こ
と
に
、
た
め
ら
い
が
生
ま
れ

る
。
そ
の
た
め
ら
い
の
集
ま
り
が
、
外
国
人
を

た
だ
の
労
働
力
と
し
て
で
は
な
く
、
人
と
し
て

ま
な
ざ
す
社
会
を
育
む
の
だ
ろ
う
。

全体（293万人）の国籍内訳

 （万人）

80  

70
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30
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0

中国 韓国 ベトナム フィリピン ブラジル ネパール その他

　　　　 在留資格 （万人） 　　　　　 出身国（％）

①永住者 79 中国35、フィリピン17、ブラジル14

②技能実習 41 ベトナム53、中国20、フィリピン9

③留学 35 中国42、ベトナム23、ネパール9

④特別永住者 31 韓国90

⑤技術・人文知識・国際業務 27 中国33、ベトナム19、韓国10

⑥定住者 20 ブラジル36、フィリピン27、中国14

⑦家族滞在 20 中国41、ネパール15、ベトナム11

⑧日本人の配偶者等 15 中国21、フィリピン18、ブラジル13

全体 293
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新型コロナ下、市民団体が使える
財政支援策とＩＴツール情報

　

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
団
体
登

録
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
の
影
響
を
３
月
下
旬
に
ア

ン
ケ
ー
ト
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、団
体
運
営

に
関
し
て
は
「
事
業
収
入
が
激
減
」「
マ

ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
が
手
に
入
ら
な
い
」

「
会
議
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
い
が

や
り
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
窮
状

が
聞
か
れ
た
。

　

今
必
要
な
も
の
を
挙
げ
る
と
尽
き
な

い
と
思
う
が
、ま
ず
は
団
体
運
営
の
た
め

の
財
政
支
援
策
と
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
ま
と
め

た
。申
請
や
利
用
を
す
る
際
は
、ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
名
称
を
検
索
し
て
、一
次
情
報
を

確
認
し
て
ほ
し
い
。記
事
下
に
、よ
り
多
く

の
情
報
が
得
ら
れ
る
参
考
サ
イ
ト
を
挙

げ
た
。

市
民
団
体
が
検
討
し
や
す
い

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
支
援
策

●
協
力
：
金 

志
煥
さ
ん
（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）

　

大
別
す
る
と
政
府
（
国
）、
自
治
体

（
府
・
市
な
ど
）、
助
成
団
体
な
ど
民
間

の
三
つ
が
あ
る
。
民
間
助
成
は
市
民
団

体
に
特
化
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
政
府
・

自
治
体
の
事
業
者
支
援
策
は
営
利
事
業

者
向
け
と
思
わ
れ
や
す
く
、
市
民
団
体

も
利
用
で
き
る
の
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
政
府
系
の
支
援
策
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
対
象
に
含
ま
れ
る
も

の
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

経
済
産
業
省
「
持
続
化
給
付
金
」
…
…

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
り
上
げ
が
減
少

し
た
事
業
者
に
、
減
少
分
を
給
付
す
る

新
制
度
。
内
容
や
条
件
は
４
月
末
頃
に

決
ま
る
た
め
本
稿
執
筆
時
点
で
は
詳
細

不
明
だ
が
、
非
営
利
法
人
も
対
象
と
な

る
予
定
。
上
限
は
法
人
が
２
０
０
万
円
、

個
人
事
業
者
は
１
０
０
万
円
。
名
称
が

似
て
い
る
中
小
企
業
庁
「
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
」
は
従
来
か
ら
あ
る

制
度
。
小
規
模
事
業
者
が
販
路
開
拓
な

ど
に
取
り
組
む
費
用
の
３
分
の
２
が
補
助

さ
れ
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
出
口

に
向
か
う
時
期
に
合
う
。
商
工
会
議
所

等
の
助
言
を
受
け
て
申
請
し
、
審
査
を
経

て
採
択
さ
れ
る
。
商
工
会
議
所
会
員
で

な
く
て
も
可
。
上
限
50
万
円
（
要
件
に

よ
り
１
０
０
万
円
）。
他
に
「
Ｉ
Ｔ
補
助

金
」
も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
も
適
用
さ
れ
る
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
特
別
貸
付

…
…
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
時
的
に

業
績
が
悪
化
し
た
事
業
者
に
、
運
転
資

金
・
設
備
資
金
を
最
大
６
０
０
０
万
円
ま

で
無
担
保
で
融
資
。
３
年
間
は
実
質
無

利
子
。

厚
生
労
働
省
「
雇
用
調
整
助
成
金
」
の

特
例
措
置
…
…
休
ま
せ
た
労
働
者
の
休

業
手
当
の
８
割
（
中
小
企
業
の
場
合
。

解
雇
し
な
い
場
合
は
９
割
）
の
額
を
助

成
。
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
対
象
。

　

以
上
は
政
府
系
の
支
援
策
だ
が
、
自

治
体
に
よ
っ
て
は
営
業
休
止
・
縮
小
し
た

事
業
者
に
対
す
る
「
感
染
拡
大
防
止
協

力
金
」
や
、
休
業
中
の
家
賃
補
助
な
ど
独

自
の
支
援
策
が
で
き
て
い
る
。
対
象
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
、
対
象
に
含
め
る
よ
う
求
め
る
要

望
活
動
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
会
議
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
す
る
に
は

　
ネ
ッ
ト
会
議
はLIN

E

やFacebook

で
も
可
能
だ
が
、
市
民
活
動
で
多
い
の
は

「Z
oom

」（
ズ
ー
ム
）
だ
ろ
う
。

必
要
な
機
材
…
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
。
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
と
マ
イ
ク
と
、

ス
ピ
ー
カ
ー
ま
た
は
イ
ヤ
ホ
ン
が
必
要
だ

が
、
付
属
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
付

い
て
い
な
い
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
な
ど

は
、
規
格
が
合
う
も
の
を
購
入
す
る
。

参
加
方
法
…
…Zoom

で
会
議
を
設
定

す
る
に
は
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
だ
が
、
参

加
だ
け
な
ら
登
録
も
サ
イ
ン
イ
ン
も
な
し

で
、
会
議
設
定
者
が
示
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア

ク
セ
ス
す
れ
ば
参
加
で
き
る
。

会
議
の
開
催
…
…Zoom

ア
カ
ウ
ン
ト
を

持
ち
会
議
設
定
を
す
る
際
は
、
自
分
の

Zoom

画
面
の
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
か
ら
会

議
名
を
入
れ
る
方
法
が
よ
い
。
設
定
後

は
、
上
部
メ
ニ
ュ
ー
の
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

ボ
タ
ン
で
会
議
情
報
を
出
せ
る
。
生
成

さ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
、
招
待
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
コ
ピ
ー
し
て
、
会
議

に
招
待
す
る
参
加
者
に
メ
ー
ル
な
ど
で
送

る
。
時
間
の
少
し
前
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

「
開
始
」
す
る
。
無
料
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の

開
催
で
も
、
最
大
１
０
０
人
ま
で
の
会
議

が
４０
分
ま
で
で
き
る
（
注
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
…
…
年
7
万

３
９
０
０
円
（
税
別
）
～
と
比
較
的
低

価
格
なZ

o
o

m

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
や
、
無

料
で
使
え
るF

a
c

e
b

o
o

k
 L

iv
e

、

Y
o

u
tu

b
e

 L
iv

e

な
ど
が
、
市
民
団

体
向
け
。

　

ネ
ッ
ト
会
議
も
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

も
、
参
加
者
が
話
し
や
す
い
場
の
作
り
方

や
、
話
に
集
中
し
て
も
ら
う
工
夫
が
必

要
だ
。
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
底
上
げ
す
る

よ
う
な
支
援
活
動
も
望
ま
れ
る
。

編
集
委
員　

百
瀬 

真
友
美

＊2020年4月17日現在の情報に基づく

（
注
）参
加
者
が
２
人
つ
ま
り
１
対
１
で
テ
レ
ビ
電
話
の
よ
う
に
使
う
場
合
は
、無
料
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
時
間
は
無
制
限
。

◦ 経済産業省　新型コロナウイルス感染症関連　経済産業省の支援策　検索
◦ NPOWEB　新型コロナ対応　NPO法人向け支援情報まとめ　検索　（認定NPO法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会）
◦ 助成財団センター　「新型コロナウイルス感染症」拡大に対する各種団体の緊急支援活動　検索　
◦ 市民活動団体のための新型コロナウイルス対応お役立ちサイト　検索　（認定NPO法人 茨城NPOセンター・コモンズ）
◦ とどけるプロジェクト　検索　（プロジェクト共同代表　鈴木悠平・小澤いぶき）

参 考・ 関 連
ウェブサイト
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自
宅
で
新
作
鑑
賞
し

劇
場
・
映
画
人
支
援
も

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
で
発

令
さ
れ
、４
月
18
日
現
在
、多
く
の
映

画
館
が
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
文
化
活
動
全
般
が
危
機
的
状
況

で
あ
る
の
と
同
様
、映
画
館
も
存
続
の

危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

配
給
会
社
や
製
作
者
も
廃
業
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
切
迫
し
た
事

態
で
あ
る
。

　

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
公
開
さ
れ
る
タ
イ

プ
の
新
作
映
画
を
観み

る
機
会
が
激
減

し
て
い
る
現
状
を
少
し
で
も
打
開
し

よ
う
と
、「
仮
設
の
映
画
館
」
と
い
う

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
立

ち
上
が
っ
た
。
５
月
２
日
か
ら
劇
場
公

開
予
定
だ
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
精
神
０ゼ

ロ

』
を
製
作
し
た
想そ
う
だ田
和
弘

監
督
と
、
本
作
を
配
給
す
る
映
画
会

社
・
東
風
に
よ
り
生
み
だ
さ
れ
た
新
し

い
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

利
用
者
は
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

上
映
す
る
映
画
館
の
一
覧
か
ら
、応
援

し
た
い
館
を
選
択
。
レ
ン
タ
ル
購
入
か

ら
24
時
間
以
内
に
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で

鑑
賞
が
で
き
る
。通
常
の
劇
場
公
開
の

場
合
と
同
様
、配
信
に
か
か
る
諸
経
費

を
、
鑑
賞
料
１
８
０
０
円
（
税
込
み
）

か
ら
差
し
引
い
た
額
を
、利
用
者
が
選

ん
だ
劇
場
と
配
給
会
社
と
の
間
で
半

分
ず
つ
分
配
し
、
さ
ら
に
配
給
会
社

は
、そ
の
利
益
を
製
作
者
と
の
間
で
分

配
す
る
仕
組
み
だ
。
取
り
組
み
に
賛
同

し
て
い
る
全
国
各
地
の
映
画
館
に
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
応
援
し
た
い
映
画
館
へ
の
支
援
に

も
な
る
。

　

５
月
２
日
か
ら
配
信
予
定
の『
精
神

０
』の
他
、私
の
監
督
に
よ
る
新
作
『
春

を
告
げ
る
町
』が
４
月
25
日
か
ら
視
聴

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
宮
浩

一・
田
中
圭
監
督
の『
島
に
て
』
な
ど
の

作
品
が
順
次
公
開
さ
れ
る
。

「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を

守
ろ
う
」
に
集
ま
っ

た
大
き
な
賛
同

　

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
は
そ
の

街
の
文
化
を
映
す
鏡
の

よ
う
な
場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
で

上
映
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
・

年
代
・
テ
ー
マ
を
捉
え
た
映
画
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
多
様
性
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
る
。し
か
し
、大
き
な

資
本
の
入
っ
て
い
る
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
と
比
べ
る
と
経
済
規
模
が
非
常
に

小
さ
く
、そ
れ
ゆ
え
に
１
、２
カ
月
の
入

金
が
な
い
と
た
ち
ま
ち
立
ち
ゆ
か
な
く

な
り
、閉
館
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。
映
画
館
の
立
ち
上
げ

や
運
営
に
は
莫
大
な
予
算
が
必
要
な

こ
と
や
、ま
た
長
い
時
間
を
か
け
て
地

域
に
文
化
を
育
ん
で
き
た
場
所
と
い
う

意
味
に
お
い
て
も
、
一
度
閉
館
し
て
し

ま
う
と
今
ま
で
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
存
続
の
危
機
に
立
た
さ

れ
て
い
る
全
国
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
運

営
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
深
田
晃

本書は 2003年に信州大
学に設置された「地域

社会イニシアティブ・コース」
という、社会人向け大学院コー
スを修了した人々の手による
修士論文 10編を編みなおした
論集である。コース開設に関わ
り、彼らとともに地域社会を見
つめ続けた金早雪さんが編集
し、解説を寄せている。
　「生活現場の活動者」とは、
地域で日々の生活を懸命に生
きながら、個と個とをつなぎ、新
たな「地域社会」 形成に向け
た一歩を踏み出す活動を始め
ている人を指すものだ。「生活
現場」という言葉を使うのは、
「仲間を求めて最初の一歩を

踏み出すきっかけが、人間愛と
か人道主義とか、なにか抽象的
な動機にあるのではなく、毎日
の『生きる』現場における具体
的な『つらさ』『しんどさ』に
正面から向かい合うことにある
からだ」と金さんはいう。この
宣言通り、研究テーマは、発達
障害、精神障がい（注）、ひきこ
もり、うつ病、死別の悲嘆、国
際理解教育、日系ブラジル人
コミュニティ、中国人技能実習
生、歴史記憶の語り継ぎ、と多
岐にわたり、著者はすべてこれ
らのテーマに日々向き合い、さ
まざまな立場から実践に関わっ
てきた人たちだ。
　10編の論文に共通点を見つ

生活現場の活動者たち
地域をつなぐ10の物語 
金早雪（キム・チョソル） 編著
信州大学大学院地域社会イニシア
ティブ・コースの修了者 著
木犀社、2019年10月
本体2800円＋税

（注）「障害」「障がい」の表記は各著者に従った。

けることは実は難しい。個々に
向き合っている「研究の問い」
は、一面ではとても「個人的」
なものだ。しかしそれは逆説的
に、著者たちが個々の現場と
真
し ん し

摯に向き合っていることを示
すとわたしは思う。そしてかつ
てフェミニズムの議論が示した
ように、「個人的なこと」 はす
べて「社会的なこと」につなが
る。ゆえに本書はそれぞれ日々
を生きる私たちひとりひとりに
投げられた「ボール」なのだと
思う。それをどのように自らの
関心と対話させるのか。それが
読み手に委ねられているのが
本書の魅力だ。

編集委員　工藤 宏司

未
来
の
映
画
と
映
画
館
の
た
め
に
―
―

デ
ジ
タ
ル
配
信
「
仮
設
の
映
画
館
」
と
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
支
援

ロゴデザイン：
グラフィック・デザイナー　成瀬慧氏

www.temporary-cinema.jp/にアク
セスして利用。
鑑賞料 1,800円（税込み）はクレジッ
トカードなどで支払う。全国 47館以
上が参加（2020年4月22日現在）。

2012年、映画『ド
コニモイケナイ』
を監 督 。本 作で
2012年度日本
映画監督協会新
人賞受賞。2020
年3月21日より、監督最新作『春を告げる
町』が渋谷ユーロスペース他で公開。現
在、日本映画大学常勤講師。「ドキュメンタ
リー映画って、 観るよりも作る方が数十倍
面白いよ！」といつも思います。

島
し ま だ

田 隆
りゅういち

一

イラスト：杉浦 健
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シ ネ マ

第59回

ここでどのような選択をす
るかによって、人類の未

来は決定的な違いを迎える。そ
のような『大分岐の時代』に私
たちは生きている」と斎藤幸
平氏は指摘する。
　経済分野では、1970 年代
に始まり世界中で採用された
新自由主義が、富裕層と貧困
層の格差を拡大させ続けてい
る。グーグル、アマゾン、フェイ
スブック、アップルという、巨
大な情報プラットフォーム企業
は、市場の独占、情報の独占、
オートメーション化による不安
定な雇用の増大を引き起こして
いる。一方、政治分野では、正
義、平等、自由という普遍的な
概念は存在せず、存在するの

は地域や文化に根差すローカ
ルな決定だけだと考える相対
主義がはびこっている。また、
民主主義を実現する手段は選
挙制度のみと考える政治主義
に陥っており、社会変革が起き
にくい状態になっている。
　本書は、こうした資本主義、
民主主義の危機と、それに対す
る今後の展望について、世界
的に知られる3人の知識人と斎
藤氏との議論が収録されてい
る。
　斎藤氏は、大阪市立大学大
学院経済学研究科准教授。日
本人初、史上最年少でマルク
ス研究界最高峰の賞、ドイッ
チャー賞を受賞した。対話の相
手は、アントニオ・ネグリとの共

資本主義の終わりか、
人間の終焉か？
未来への大分岐 
マルクス・ガブリエル、マイケル・ハート、
ポール・メイソン、斎藤幸平著
集英社新書、2019年8月
本体980円＋税

著『〈帝国〉—— グローバル化
の世界秩序とマルチチュードの
可能性』で知られる、政治哲学
者のマイケル・ハート、『なぜ世
界は存在しないのか』で世界に
名を馳せた哲学者マルクス・ガ
ブリエル、『ポスト・キャピタリズ
ム』の著者、経済ジャーナリス
トのポール・メイソン。
　本書に通底しているのは、私
たちひとりひとりが考え、連帯
して行動することが危機を乗り
越え、未来をつくるということ
だ。私たちがこの危機を乗り越
えるために、なにを考え、なに
をすべきか、その前提となる議
論を把握できる良書である。

編集委員　山中 大輔

ラ イ ブ ラ リ ー

第37回

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

監督・製作・撮影・編集：想田和弘
配給：東風
2020年｜ 128分｜日本・米国｜
第 70回ベルリン国際映画祭フォーラム
部門エキュメニカル審査員賞受賞

監督・撮影：島田隆一
プロデューサー：加賀博行／島田隆一
製作：広野町／ JyaJya Films
配給：東風
2019年｜ 130分｜日本｜

「仮設の映画館」上映予定　
4月 25日（土）～『春を告げる町』
5月2日（土）～　  『精神0』『巡礼の約束』  『タレンタイム～優しい歌』  『グリーン・                                    
　　　　　　　　 ライ～エコの嘘』  『どこへ出しても恥かしい人』
5月 8日（土）～　 『島にて』 

司
監
督
・
濱
口
竜
介
監
督
、
そ
し
て

M
O

TIO
N

 G
A

LLE
R

Y

の
大
高
健
志

代
表
を
含
む
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
有
志

が
集
ま
り
、４
月
13
日
か
ら
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー・エ
イ
ド
（M

ini-Theater A
ID

）

基
金
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
基
金
開
始
か

ら
３
日
目
で
早
く
も
目
標
と
し
て
い
た

１
億
円
を
達
成
し
、５
月
14
日
23
時

59
分
の
締
め
切
り
ま
で
、追
加
の
金
額

目
標
を
設
定
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ゴ
ー
ル

を
設
け
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
署
名
活
動
や
国
へ
の

政
策
提
言
な
ど
を
行
う
「S

A
V

E
 

the C
IN

E
M

A

」
で
は
、９
日
間
で
集

ま
っ
た
６
万
６
８
２
８
筆
の
署
名
と
共

に
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
へ
の
適
切
な
支
援

を
求
め
る
要
望
書
を
関
係
省
庁
へ
提

出
。「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
・
エ
イ
ド
（M

ini-

Theater A
ID

）
基
金
」
と
「S

A
V

E
 

the C
IN

E
M

A

」
は
別
の
団
体
で
は

あ
る
も
の
の
、
共
に
連
携
し
劇
場
へ
の

直
接
支
援
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　

関
西
で
は
い
ち
早
く
「S

A
V

E
 

O
U

R
 LO

C
A

L C
IN

E
M

A
S

」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、４
月
６
日
か
ら
12

日
ま
で
、13
館
が
共
同
で
劇
場
応
援
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
販
売
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
大
き
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、各
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が
自
ら
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
支
援
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、下
高

井
戸
シ
ネ
マ
、ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
、高
円

寺
シ
ア
タ
ー
バ
ッ
カ
ス
、横
浜
シ
ネ
マ
リ

ン
、シ
ネ
マ
・
ジ
ャ
ッ
ク
＆
ベ
テ
ィ
、ア
ッ

プ
リ
ン
ク
、名
古
屋
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
な
ど

が
独
自
に
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

 

映
画
の
未
来
の
た
め
に

　
「
仮
設
の
映
画
館
」
を
は
じ
め
と
し

た
デ
ジ
タ
ル
配
信
に
よ
り
、
映
画
館
に

行
き
に
く
く
な
っ
た
人
た
ち
に
も
多
様

な
作
品
を
観
て
も
ら
う
機
会
が
広
が

る
。
だ
が
、そ
れ
と
同
時
に
懸
念
さ
れ

る
の
は
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
時
代
に
果
た

し
て
観
客
が
劇
場
に
戻
っ
て
く
る
だ
ろ

う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
政
治
・
経

済
的
に
も
社
会
文
化
的
に
も
価
値
観

は
大
き
く
変
容
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
映
画
業
界
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、私
た
ち
に
は
集
う
場
が
重
要
な
の

だ
と
、外
出
自
粛
が
続
く
今
、改
め
て

思
う
。

　

私
た
ち
が
本
当
に
安
心
し
て
映
画

館
で
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
日
は
、ま
だ

少
し
先
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、ぜ

ひ
と
も
お
近
く
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。
映
画
の
多

様
な
文
化
を
守
る
こ
と
は
、映
画
の
未

来
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

Ⓒ 2020 Laboratory X, Inc ⒸJyaJya Films

http://savethecinema.jp/


